
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 3 月 15 日発行 

八千代オイコス 

http://www.yachiyo-oikos.jp/ 

八千代オイコスの活動の原点は、花輪川を綺麗な水の流れる、市民の方の憩いの場としたい、とい

う思いから２０数年活動しております。 

花輪川のゴミの撤去、流路の手入れ、遊歩道の清掃、花壇への植栽とメンテナンス。作業中に、地

域の方、散歩の方から、声を掛けられ、ねぎらいの言葉をいただきます。 

今年の抱負は、市民参加型の行事に加えて、ベースワークである花輪川の環境改善に一段と取り組

みたい。それには、地域の方、市民の皆さんに積極的に協力をいただく働きかけに力を入れて行き

ます。 

年齢問わず、まず、花輪川に来て下さい。身体を動かし、注いだ力が、きれいな環境となって実感

出来ます。お待ちしております。  

八千代オイコス代表 金室 彰 

 

 

 時は途切れることなく続き、私たちは、昨日から今日

へと繋がっている事をあまり意識しません。 

 しかし、日本人にとって、大晦日から元日、そして三が

日は、新しい年を迎えた、という特別な意識があります。 

 特にこの年末年始はコロナ禍で出来なかった、家族が

集まり、談笑し、新しい年を祝うという、当たり前の事

が、４年ぶりに全国の家庭で祝われた特別な日でした。 

 団らんを楽しんでいた、元日の夕刻、能登半島を無情

の地震が襲い、後に分かった事ですが、６メートル近い

津波も襲来しました。 

 厳冬期での災害は厳しく、被災された皆様に、心から

お見舞い申し上げます。 

 復旧、復興には時間を要するという報道を目にします

が、被災地から離れて暮らしている私たちは、ボランテ

ィア、物品を送る、募金に参加する、など、自分に何が

出来るのかを考えて行動する事が求められます。 

 月並みですが、早い復旧、復興を願います。 

                スタッフ 小林 

 

 

今年も市民の皆さんに参加いただける 

行事を計画しておりますので、是非、 

ホームページをチェック下さい。 

毎月第二日曜 花輪川整備作業 

5 月～9 月 米づくり体験 

7 月 川の学校 in 花輪川 

5 月、10 月 清掃活動ウォーク 

8 月 ホタル鑑賞会 

年 2 回 ボランティアカフェ 

 

第 49 号 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 発行責任者：金室 彰  

事務局＆問合せ：小林和幸 (090-1842-8738） 

mail：info@yachiyo-oikos.jp 

今号では、たくさんの親子の姿に触れることができ、

子ども時代の体験がいかに大事かを知ることができ

ました。八千代オイコスのホームページに詳細をアッ

プしていますので、どうぞご覧ください。（J－TANA） 

 

 

船橋のホタルと私たちの活動 
船橋ほたる観察会 事務局：安齋 司 

 

「船橋にホタルが生息していることをご存じですか？」と環境イベントなどの来場者に質問すると…ほとん

どの方は「運動公園で見たことある」か「えっ！船橋にホタルいるの！」と答えが返ってきます。運動公園の

ホタルは船橋市が毎年業者からゲンジボタルを購入し、1 週間ほど公開しているだけで、ホタルが産卵しても

飼育していないこと、市内には 20 か所ほどヘイケボタルが生息していることを説明すると、皆さんビックリし

ます。 

2018 年、船橋市北部の神崎川流域にホタルがいると聞き、ヘイケボタルの観察を始めました。2023 年は市内

8 河川 24 カ所を 6 月上旬から 9 月中旬まで 16 週間、週 1 回夜間観察したところ、6 河川 18 カ所でホタルを確

認しました。市内ヘイケボタルはその他に、2022年に 1 回だけ（23年は確認できなかった）の確認地 1か所。

東葉高速鉄道日大前駅付近の坪井町で地元の「坪井湿地を復活する会」が、開発前に生息していたホタルを人

工飼育して、開発後に調整池などの湿地に幼虫放流している 2 か所。夜間観察許可が得られない市施設内 1 カ

所を含め、8河川 22か所でヘイケボタルを確認しています。 

ちなみに船橋市は新京成線を境にして、北東側が印旛沼水系の神崎川流域と桑納川流域、南西側は東京湾に

流下する真間川水系と海老川水系に別れていますが、その 4 河川水系流域全てにヘイケボタルの生息地（真間

川水系の生息地は市川市）があります。 

船橋ほたる観察会は、夜間観察以外に生息地の生息環境調査、ゴミ拾い、草刈り、観察路整備、新たな生息

地を探すための情報収集や現地調査。坪井湿地を復活する会と共同で生息地水温調査や、船橋市北部地域で里

山環境保全活動をしている行々林せせらぎの森と共同でビオトープづくり。私たちが 3 年間観察しても生息確

認できていない神崎川支流二重川流域の観察地（20年前に生息記録有り）では、地元町会長からホタルを復活

させて欲しいと要望があり、この春幼虫放流するために隣接生息地のヘイケボタルを飼育中です。桑納川支流

木戸川流域では市の河川整備計画に協力しようと植生観察などの予備調査を始めています。県内ヘイケボタル

の DNA分析に取組んでいて、各地域団体や市役所担当部署、かずさ DNA研究所などの協力を得て、2020 年度 21

年度は県北西部 7 市 21 地点について県立松戸南高校科学研究部と、2023 年度は県北東部と中部の 4 市 6 地点

について県立安房高校生物部と DNA 解析中です。啓発活動はエコメッセちばや船橋市環境フェアなどへのブー

ス出展や、市内施設でのパネル展示などをおこなっています。現在会の活動は、千葉県環境財団の環境再生基

金助成事業と、坪井湿地を復活する会との共同事業に対して日本生態系協会の関東水と緑のネットワーク支援

事業の助成を受けて活動しています。 

八千代市の皆さまには 2020年にヘイケボタル DNA分析用サンプル提供に協力いただきありがとうございまし

た。今後も情報交換活動交流をさせていただきたいと思っています。よろしくお願いいたします。 

 

 

▲2023-10-15 エコメッセちばにブース出展し、 

来場者や出展団体と交流しました。 

▲2023-07- 12 桑納川流域生息地で 200匹以上の

ヘイケボタルの明滅乱舞に息をのみました。 


